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まえがき
非特異性限局性腸炎，終末廻腸炎あるいはクロー
ン氏病 (Crohn'sdisease) と呼称されているもの
の中には消化管殊に腸壁における幼若畑虫の迷入ま
たは移行による局所性腸炎が含まれており，乙の場
合その病巣部は著明な好酸球漫集を伴う肉芽組織の
形成像が特徴の 1っとしてあげられている。
最近大鶴ら (1957，1961)は幼若畑虫の腸壁迷入
による局所性腸炎の症例を報告し，さらに胃 lとおけ
る同様な症例 2例を追加している。これらの症例で
は長さ 10，.40mm前後の幼若蜘虫と思われる虫体
を摘出すると共K好酸球性肉芽組織の形成像を確認
している。
著者らは最近相次いで胃潰療の診断のもとに胃切
除を施された 2症例において，その組織切片中にそ
れぞれ異なった形態所見を有する虫体を 1虫宛みと
めたが，その 1虫は有椋顎口虫の幼虫であり，他は
幼若阻虫と推定されたものであった。前者の顎口虫
と推定された症例は静岡県に居住する者で，岡県に
おける顎口虫の存在を証明した点ではなはだ興味深
い。以下 2症例について大略を紹介する。
症例:
第 1例:大O勝 26才男，会社員
清水市在住。既往歴，家族歴共に特記すべきこと
なし。子供の頃大きな食用蛙，キジ，スズメを食べ
たことがある。ゴイサギ，雷魚あるいはイノシシの
肉などはもとめて食べ?こ記憶はない。なお乙れまで
皮下に移動性限局性腫癌をみとめたことはない。
発病。約 4年前より 1カ月比 1度位の割合で胃部
鈍痛，u匝気，食慾不振を訴え，その頃から原因不明
の発熱が相当の回数でみとめられ 1，. 2日で下熱し
た。胃痛と発熱との関係については必ずしも明らか
ではなかった。
臨床所見:
心宮部に圧痛をみとめた外は外診上所見はない。
尿検査に異常なし糞便内嬬虫卵は陰性であった
が，潜血反応が強陽性であった。肝機能略々尋常，
血液所見:ヘモグロビン 94%，赤血球 4，576，000，白
血球  5，950(好中球 52%，淋巴球 41%，単球  6%，
好酸球 1%)。
手術所見(清水厚生病院外科〉:
胃周囲淋巴腺数筒腫大しており幽門部に揖指頭大
の腫癌がみとめられ，乙の部の粘膜面は内腔に向つ
て僅かに膨隆していたが，肉眼的には粘膜のカター
ル症状や潰蕩形成等の所見はなかった(写真 1)。
なお本研究は昭和 37年度文部省総合研究課題「移行性幼線虫症に関する研究」に対する研究費の援
助を受けたのでここに記して謝意を表する。
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術後の経過は順調で 3週日自に退院した。術後 2
，，-， 4ヵ月後に胃痘撃様疹痛が一回あった。
病理組織学的所見:
胃粘膜下固有層および粘膜下層は著るしく浮腫
状を呈して肥厚し，乙の部に限局性の好酸球性膿療
( eosinophilic a bscess)形成がみとめられた。本
限蕩中に 2，，-，3ケ(切片の場所により異なるが〉の
部を示したものであるが，中心部の大なる管腔はそ
の管腔壁の構築から中腸部と思われる。皮束事は一部
鮮明を欠く所もみられ，角皮，角皮下筋層の模様は
先述した食道部横断面のものと大差がない。中腸と
，思われる消化管の壁を構成する細胞は極めて細長い 
円柱上皮細胞であって，その核の位置は多くは基底
部に規則正しく配列している。特に注目されるのは
虫体の横または斜断面がみとめられる。膿第周辺部、円柱上皮の腔有離縁が極めて細かい繊毛が密生して
は高度の好酸球浸集を伴う肉芽組織が形成され，好
中球，形質細肥，組織球，小型単核細肥の浸潤が著
明で，線維芽細肥の出現も高度で細血管の新生像も
みとめられる。乙の肉芽組織に面した粘膜面および
紫膜面には，軽度の同様細胞浸潤があるにどどまり
粘膜カターJレの所見や物質欠損または潰蕩形成像は
みとめられなかった(写真 2)。
顕微鏡的虫体所見(写真 3，4，および 5):
虫体の断面の形状は作られた切片の部位によって
必づしも一定していないが，現われた 3つの断面に
ついて計測した値は次のととくである。 
(1) 0.897 x 0.429'"'-'0.364 mm 
(2) 0.286 x 0.208 mm 
(3) 0.338 x 0.182 mm 
何れの虫体断面も表層はかなり厚いほぼ均質性の
エオジンに好染する角皮によって掩われ，且角皮下
筋層の発育も良好で，乙れとほぼ直角に配列してい
る。注目すべきは角皮表層にややヘマトキリシンに
弱染した多数の皮聴が一本一本孤立してみとめられ
る乙とである。皮糠の長さは大凡 10μ前後で短梶
棒状のものが多く，尖端が 2'"'-'3に細分するものや万
状にとがっているもの等もみとめられる。写真3K
示されたものはその皮練の状態が明らかであり，
かつ虫体中心部の筋肉性管腔はその構造より食道部
と思われる。すなわち食道腔は三角形を呈しその壁
を構成する筋肉の発育も良好で，食道腺の比較的規
則正しい配列を思わせる。裂隙がみとめられる本写
真町、は，上下lと同様の食道部が恰も 2虫のととく連
結しているかにみえるが，虫体の極度の響曲lとより
偶然同一断面において近接した上下の部が切断され
たものと思われる。一対の側線の存在も明らかにみ
とめられるが，さらに食道壁K近接して強塩基性に
そまった細胞構造の不分明な腺細織を思わせる組織
がみとめられる。その解剖組織学的所見から推して
恐らく頭腺と推察される。なお中心部よりやや側方
に偏して導管と思われる管腔形成がみとめられる。
写真 4および写真5は虫体のやや斜めに切断された
刷毛様構造を示しているととである。前述した食道
腔内と同様中腸腔内にはヘマトキシリンに弱染した
雲袈状物が認められた。生殖器管やその附属器管等
は作られた標本中には全く認めえなかった。以上の
虫体所見から雌雄の判別はできないが，有線顎口虫
第3期幼虫(体長の 4，，-，5mm推定〉と推定された。
第2例: 桝田某 31才 男，工員
金沢市在住。主訴:心寓部疹痛。家族歴には特記
すべき ζ となし。既往歴: 7，，-，8年前より時々胸灼
けあり，胃下垂症といわれたことがある。現症: 1 
年前より心宮部広痛および膨満感を訴う。臨床所
見:心宵部に圧痛および抵抗あり。胃液は急峻高酸
性型で乳酸反応は陰性であったが，潜血反応は強陽
性，尿異常所見なし，糞便内嬬虫卵をみとめず。潜
血反応陽性。
血液所見: ヘモグロビン 92%，赤血球 3，940，000
白血球 6，900，(好中球 56%，淋巴球 32%，単球 7%，
好酸球 5%)。
手術所見〈国立金沢病院外科): 
胃前壁大雪寄りに 15x15x10mmの限局性腫癌
を形成。粘膜および緊膜部に肉眼的著変なし。術後
経過良好にして 19日後に退院。
病理組織学的所見:
胃壁粘膜下に症例 1と類似する高度の好酸球浸集
を伴う肉芽組織が形成されており，その中心部にー
致して写真6にみられるように 2つの虫体の横断面
がみとめられる。!ことに虫体周辺部の好酸球の浸集
は著明で周辺部に移行するに従い，好中球，淋巴球，
組織球あるいは線維芽細胞が混然として出現し，細
血管およびその周囲に形質細胞も出現している。粘
膜下組織は上述の炎症細胞の浸潤と浮腫も加わって
著るしく肥厚し，筋層もために圧排され，乙れらの
炎症細胞は筋間結合織内および援膜組織内にも一部
浸潤している。粘膜上皮にはほとんど変化なく，カ
タール性病変や上皮の剥離や潰湯形成の像もほとん
ど認められない。
顕微鏡的虫体所見(写真6および 7): 
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胃粘膜下好酸球性肉芽組織内lζ見られた虫体横断 イサギ 27羽中 3羽(それぞれ 3，4，2隻)I乙有税顎
面の計測値は 0.63x0.32 mmおよび 0.60x0.43 mm 口虫幼虫の寄生が証明されているが，雷魚その他か
の2つであった。前者では明らかに食道の横断面と らはまだその寄生は報告されておらず，人体寄生例
思われる筋層の厚い，内腔は 3角形を呈する管腔が の存在も疑問とされている。ただ森下(哲)(1956， 
みとめられた。後者では体腔内に，楕円形の構造は 1957)は静岡県浜松市住民の 1人民移動性皮膚腫脹
明らかでないが一部内腔壁K相当する部に上皮細胞 をみとめ，本患者は顎口虫症の皮内反応が強陽性で
と思われる組織の残遣をみとめた。これは恐らく腸 あった乙とを報じているが，本患者は絶えず旅行す
管の切断面主思われる。角皮は表面平滑で，角皮下 る職業であるところから，その感染が果して静岡県
筋組織はよく発育し，左右対象性に側線が明らかに でおこったものかどうかは疑わしいと述べている。
みとめられた。側翼(lateral alae)はみとめられ 著者らの症例についてみるに，問診により子供のと
なかった。食道壁に近接する組織は花房状器管のー きから食用蛙，キジ，スズメ等をよく食べたという
部の横断面と考えられた。生殖器管と思われる組織 点，あるいは静岡県以外の地に全く居住したことが
は何れの切片中にもみとめられなかった。 ないという点等から考えて，恐らく静岡県において
以上の虫体所見は雌雄の判別はこれのみではでき 感染したものと考えられる。本症例のととく虫体の
難いが，人姻虫 Ascaris lumbricoidesの構造に 証明された例は静岡県における最初の例と思われる。
一致し，その計測値から体長はおおよそ 30.，35mm 先きに横JIら (1959)は岡県南伊豆地方にドロレス
位の幼若阻虫と推察される。 顎口虫 (Gnathostomadoloresi Tubangui，1925) 
の分布のある乙とを報告したが，今後さらに有椋顎
考 察 口虫の分布についても調査が望まれる。有東京顎口虫
第 1例の虫体の同定およびその意義について。 の摘出例はこれまではなはだ多数にのぼっている
虫体の形態学的所見から本症例の幼虫は有株顎口 が，本例のCとく胃壁に移行した症例は本邦では見
虫 (Gnathostomasρinigerum Owen，1836)の幼 当らないようである。
虫と推定された。本顎口虫の幼虫の形態については なお虫体周辺部の組織反応は極めて高度な好酸球
官崎 (1954)，，森田 (1955)，稲村 (1959) らの詳細 性肉芽組織の形成像で，肉眼的民は限局性腫癌を形
な報告がなされている。本症例の幼虫についてはそ 成していた。
の虫体横断面所見ははなはだ限られた部位のみであ 第2例の幼若畑虫の胃壁内移行例について。
ったため，仔細については明らかになしえなかった 本症例については既に著者らのうち門馬ら (1961)
が，その角皮，乙とにその皮糠の形態的特徴，角 によって手術直後胃の寄生虫性肉芽組織症例として
皮下筋組織の著明な発育，比較的厚い腸管壁と高円 報告されたものを今回横川，吉村らによって寄生虫
柱上皮の配列，およびその上皮の腔有離縁が繊毛の 学的所見から，乙乙に姻虫幼虫によるものであるこ
密生した刷毛様構造を呈している点等が上述諸家の とを明らかにした症例である。
所見とよく一致していたことから，有椋顎口虫の幼 そもそも消化管乙とに腸壁における化膿性もしく
虫であると推定した。なお新潟大学医動物学教室の は蜂宵織炎性病巣内記幼若姻虫をみとめた症例とし
初鹿野氏によると，本虫は有糠顎口虫第3期幼虫に ては，塩田 (1946)が腸蜂宮織炎の粘膜潰蕩底に約
相当し，その大きさは体長およそ 3.，5mmと推定 20mmの幼畑虫 1隻を見出し，工藤 (1951)は腸蜂
されるとのことであった。有糠顎口虫の第3期幼虫 宵織炎 28例中 2例1[.1隻宛 25mm前後の幼岨虫が
が人体に摂取された場合，幼虫がし1かなる経路をへ 穿孔貫通しつつあると乙ろを見，さらに 5例に腸緊
て移行するかについては，今日なお必づしも詳細が 膜面に幼虫穿孔によると思われる索状または班紋状
明らかにされているとはいえな ~'o 本症例について 癒痕をみとめている。砂原 (1954)は Crohn氏病
も胃壁の媛膜面，あるいは粘膜面のいずれから侵入 の病理組織学的研究で，多数症例中ことに好酸球の
したか類推できるような明らかな病変は全くみとめ 著明な浸集を伴なう肉芽組織内に姻虫幼虫の存在を
られなかった。 みとめたと報じている。最近大鶴ら (1957，1961)は
なお本患者が静岡県在住者であって他に居住したこ 空腸粘膜下の好酸球性肉芽組織内に 30mm前後お
とがないことは興味ある点である。宮崎 (1960)， よび 25mm前後の体長を有すると思われる 2隻の
鈴木，小宮 (1958) らlとよれば静岡県熱海近郊のゴ 幼姻虫の存在をみとめている。最近氏らはさらに腸
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閉塞症や胃潰療の疑いで、手術を施された数例の病巣 
部l乙同様な幼線虫の存在を確認している。本症例記
おいては胃潰蕩症状を呈したもので，手術的所見か 
ら限局性腫癌が胃粘膜下K形成され，病理組織学的 
検索lとより虫体の存在が確認された。幼若畑虫の虫
体所見については大鶴ら (1961)，石附 (1959)，堀
圧I(1957) らが詳細な知見を明らかにしている。本 
虫体は先述したように角皮，角皮下筋組織，側線，食 
道らの所見からみて大鶴らの報告例と極めて類似し
ていたが，雌雄判別の根拠となる形態学的所見はえ
られなかった。大きさについてはその計測値から 30
._，35mm位であろうと思われ，大鶴の指摘してい
る20mm以下の幼若畑虫のほとんどにおいてみと
められるという側翼の存在はみとめられなかった。
幼若畑虫が胃粘膜下に侵入移行する機転については
明らかではないが，畑虫の発育および体内移行等生
物学的観点から興味がある。
胃潰療もしくは胃腫蕩を疑わせる胃切除材料Kつ
いて今後精査する ζ とにより，本症のととく幼線虫
移行症の症例がさらに増加するものと考えられる。
結 び
胃潰蕩を思わせた胃切除の 2症例について，病理
組織学的lと検索した結果，いづれも粘膜下K形成さ
れた好酸球性肉芽組織内K寄生虫の存在をみとめ
た。これらの虫体はそれぞれ有練顎口虫第 3期幼
虫，および人i畑虫幼虫であると推定された。ことに
前者の有糠顎口虫感染者が静岡県の居住者であった
ことは，岡県の顎口虫症の分布や疫労的観点から興
味深いことを指摘した。
終りに本症例中有疎顎口虫幼虫の形態学的所
見については，新潟大学医学部医動物学教室初
鹿野高好氏の御教示を得たことを感謝する。
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写真説明 
1. 症例 1の切除された胃

左側幽門部に限局性腫癌形成をみとめる。
 
2.向上 

粘膜下好酸球性膿虜内l乙虫体の横断面がみとめられる。
 
3.同上 

食道部の高さにおいて横断された虫体。皮束事が明瞭である。
 
4.向上 

中腸部における横断面。
 
5. 向 上強拡大 
6. 症例 2の好酸球性肉芽組織内の 2つの虫体横断面

上:食道部下:中腸部。 
  
7.向上 

食道部における虫体横断面の強拡大。
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